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３
月

や
日
、

も
ヽ
い
た

ま

市

ソ
ニ
ッ
ク

シ
テ
ィ
に
於

い
て
、
埼

玉

県

下

の
加

盟

５８
団
体

評

議

員

、

役
員
、
事
務
局
に
よ
っ
て
開
催
さ
れ
た
り

１
時

３０
分
、
旧
中
事
務
局
長
の
開
会
宣

言
に
続
い
て
、
八
本
県
協
会
長
の
挨
拶
に

「
２
年
目
を
迎
え
る

１８
年
に
、
じ̈
つ
の
回
標

を
掲
げ
ま
す
。
ま
ず
、
各
委
員
会
活
動
の

充
実
、
組
織
の
強
化
、
〈
ム
員
増
加
と
会
員

層
の
若
返
り
の
為
の
普
及
活
動
の
推
進
．

役
員

・指
導
員
の
研
修
を
充
実
、
技
術
の

向
上
を
図
る
人
一
員
と
の
マ

ュヽ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
図
り
協
会
活
動
に
反
映
さ
せ
る
．
平

成

２‐
年
、
本
県
で
開
催
さ
れ
る
全
国
大
会

の
成
功
に
向
け
て
、
日
標
達
成
に
努
力
を

図
り
た
い
。
明
る
く
楽
し
く
元
気
な
協
会

を
目
指
し
ま
す
。
」
と
、
述
べ
ら
れ
た
．

議
長
に
は
、
北
本
市
の
黒
沢
理
事
を
選

出
し
、
１７
年
度
事
業
報
告
、
決
算
報
告
の

承
認
と
議
事
は
滞
り
な
く
行
わ
れ
た

‐８
年
事
業
計
画
に
は
、
県
大
会
の
千
人

大
会

（夏

・杉
戸
町
、
秋

・熊
谷
市

）
外
部

大
会

（発
祥
地
大
会

・宮
古
鳥
大
会
べ

の

選
手
派
遣
，
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
始

予
算

案
も
昨
年
度
よ
り
ｌ
ｏ
Ｏ
万
円
近
い
増
額

案
が
示
さ
れ
、
全
員
拍
手
の
中
で
小
認
さ

れ
、
躍
進
の
１８
年
の
指
向
が
決
ま
っ
た

続
い
て
表
彰
式
に
移
り
各
市

町
村
に

お
け
る
功
労
者

５２
名
の
表
彰
が
行
わ
れ
、

受
賞
者
を
代
表
し
て

三
谷
良
明
氏

（春
日

部
市
）
が
謝
辞
を
述
べ
た

続
い
て
１７
年
度
関
東
大
会
、
全
国
大
会

で
活
躍
さ
れ
た
選
手

１２
名

（
下
記
）
の
表

彰
が
行
わ
れ
た
。

一

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

金
　
井
　
貞
　
夫
　
本
庄
市

第
１８
回
全
国
ス
ポ
レ
ク
祭
（岩
手
県
）第
六
位

飯
　
岡
　
美
智
子
　
大
　
宮

第
１８
回
ね
ん
り
ん
ビ
ッ
ク
（北
九
州
）女
子
優
勝

士
心
　
村
　
栄
　
明
　
草
加
市

議弔
‐８
回
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
（北
九
州
）男
子
準
優
勝

押
　
切
　
中
心
　
雄
　
川
本
町

第
１８
回
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
（北
九
州
）男
子
第
五
位

大
　
宮

（東
京
都
）女
子
優
勝

大
　
宮

（東
京
都
）女
子
三
位

山石
　
槻

（東
京
都
）女
子
五
位

熊
谷
市

（東
京
都
）女
子
五
位

大
　
宮

（東
京
都
）女
子
六
位

円石
　
槻

（東
京
都
）男
子
五
位

深
谷
市

（東
京
都
）
男
子
六
位

川
越
市

（東
京
都
）男
子
六
位

第 3位 に躍 進 !
平成21年の達成目標13,000人にあと―歩!
平成 18年度  県協会 。日本協会登録 状況

三
枝
子

関
東
大
会

↑即
　
子

関
東
大
会

）激
　
代

関
東
大
会

君
　
江

関
東
大
会

森
　
　
　
光
　
子

第
１３
回
　
関
東
大
会

坂

井

健

治

第
１３
回
　
関
東
大
会

石

井

健

治

第
１３
回
　
関
東
大
会

小

峰

康

吉

第
‐３
回
　
関
東
大
会

第
中
第
宮
第
高
第
齊

|♀

田』城箇島旨藤

司了田丁本寸IL 会長名
埼玉県協会
会員登録数

日 本 協 会
会員登録数

久  喜  市
狭  山  市
=  郷   市
さいたま岩槻
春 田 部 市
さ しヽたま大 富
蓮  田  市
上  尾  市
ノヽ  潮   市
刀  ヽ り1  田丁
イ〒  田  市
本  庄  市
本多  戸ヨ  日丁
力口   勿ヨ   「ln
ネ申   り|1   田丁
賞員   毛ゞ    「lD
幸  手  市
]コ   奎ヒ   F巨
[旨   里予   田丁
東 秩 父 村
越  谷  市
篤訂   力口   「lD
白   岡   田]
深  谷  市
朝  霞  市
Jヒ  リ|| 二ヽ 日丁
員亀   宦ヨ   田]
寓  代   田丁
本公   イ犬   田丁
富 士 見 市
鴻  栄  市
大  利  本艮 田]
旬反   育旨   rlD
墨ミ   清争   田丁
崖彗   ,冑    田丁
り   越   市
ふじみ野市大井
騎   西   町
さい た ま浦 和
刀  ヽ圧毛 里予 田]
熊 谷 市 妻 沼
Jヒ   /~R   F百
方t   り    本寸
勇ξ   増喬   田丁
皇ヨ   J]   日丁
桶  川   市
戸  田  市
行田市南河原
二・    ラ事   田丁
蕨    市
署尋   月ヨ   日]
り   国   市
ふじみ野市上福岡
所  沢  市
鶴 ヶ 島 市
入  間  市
さ しヽ t ま与 野
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平成18年 (2006)8月 1日 彩の国。さいたま グラウンドゴルフだより

埼玉県グラウンド・ゴルフ協会のホームページ5月 1日に開設
◎アドレスは、http://www.saitama― gg.jp/

ホームヘージでは、グラウント・ゴノしフの誕生・ノし一ノしをはじめ県協会の規約、事業内容、協会主催の大会

膜様・結果を一薔3ムーじ一含め多彩な内容を掲載していますcあなたも写つているがもしれませたよ !

今後は、各市町林」の協会ホームページとのリンクや大会開催についてもおkllらせする計画をしています。

18年度

鶉躙 儡場。腑鰊饒靡

本
年
度
か
ら
県
大
会
は
千
人
大
会
と
な

っ
た
，

１
回
日
の
夏
季
大
会
は
、
開
会
式
直
前
か
ら
の
激
し

い
常
雨
の
為
に
延
期

．改
め
て
６
月
４
日

（日
）
に
杉

戸
町

の
団
体
記
念
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
会
場
に
開
催
さ

れ
た
っ
午
前

８
時

３０
分
、
県
内

４９
市
町
村
か
ら
の
選
手

１
０
２
４
名
が
集
結
、
開
会
式
に
臨
ん
だ
ｃ
会
場

は
、　
一
昨
年

の
同
体
グ
ラ
ウ
ン
ド

・
ゴ
ル
フ
会
場

と
し
て
作
ら
れ
た
杉

・
菊

の
２
コ
ー
ト
、
各

４
コ

ー
ス
の
合
計

８
コ
ー
ス
。
オ
ー
ル
芝

の
緑
鮮
や
か

な
広

い
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
、
前

・
後

の
２
部
に
別
れ

て
ス
タ
ー
ト
し
た
。

梅
雨
刻

の
合
間
と
な

っ
て
、
夏

の
陽
差
し
の
中

で
の
歓
声
―
　
午
前
中
に
早
く
も
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

達
成

の
歓
び
も
伝
え
ら
れ
、
十
人
大
会

の
選
手
層

の
厚
さ
が
感
じ
ら
れ
た
ｃ

競
技
時
間
も
予
定
通
り

の
経
過
で
、
３
時
前
に

終
了
　
杉

・
菊

の
優
勝
者

２
名
に
よ
る
総
合
優
勝

の
フ
レ
ー
オ
フ
は
、
奇
し
く
も
さ

い
た
ま
市
岩
槻

協
会

の
男
女

２
名
に
よ
―，
争
わ
れ
、
３
回
戦
日
で

小
柳
忠
夫
氏
が
総
合
優
勝
杯
を
手

に
し
た

閉
会
式
、
表
彰
式
が
終
わ
ら
な

い
中
に
、
帰
路

を
急
ぐ
選
手
の
幾
人
か
が
会
場
後
方
の
駐
車
場
に

向
か

っ
て
の
離
脱
ｃ
他
の
選
手
、
役
員
地
元
の
会

場
係
員
に
対
し
て
、
不
快
さ
を
与
え
た
事
を
、
個
々

の
選
手
は
反
省
し
、
次
期
大
会
に
は
注
意
し
て
欲

し
い
。
亦
、
プ
レ
ー
中
に
雑
な
プ
レ
ー
、
ル
ー
ル

違
反
と
な
る
プ
レ
ー
な
ど
も
あ

っ
た
事
な
ど
の
報

告
も
あ
り
、
と
も
に
次
期
大
会
に
は
楽
し
い
大
会

で
あ
る
よ
う
注
意
し
て
頂
き
た
い
と
思
い
な
が
ら
、

今
大
会
の
ル
ポ
を
終
わ
り
ま
す
．
（文
責
　
古
谷
）

す
ぎ

コ
ー
ト

○
優
　
勝

準
優
勝

３
　
位

０

４
　
位

０

５
　
位

き

く

コ

ー

ト

佐
々
木
奈
可
子

奥
沢
　
清
治

阿
部
　
哲
也

河
本
　
　
守

吉
村
富
士
夫

岩
槻
区

羽
生
市

越
谷
市

狭
山
市

深
谷
市

7171706864

○
優
　
勝
　
小
柳
　
忠
夫
　
７‐
　
山石
槻
区

○
準
優
勝
　
古
郡
　
　
清
　
７‐
　
深
谷
市

３
　
位
　
相
楽
　
与
七
　
７３
一　
草
加
市

０
４
　
位
　
松
原
　
一房
子
　
７３
　
杉
戸
町

・ｏ
　
位
　
長
野
　
忠
夫
　
７３
　
越
谷
市

総
　
〈
［
　
優
　
勝
　
小
柳
　
忠
夫
　
山石
槻
区

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
賞
　
銭
場
美
乃
里
　
大
宮
市

注

・
○
印
は
１９
年
ね
ん
り
ん
ピ

ッ
ク
出
場

TOPペ ージヘ
||||.‐ ■ヽ |

■ 協会本―ムページ新規開設 (れ 13_5_1)

一部リンク出来ない部分があります。

1 霊麓幾難 ĺ_■紬 裁意量麗を掲載しましノたo
l 平成 18年度4月 ‐5月 開催の大会報告を掲載しま
した。

上重通週醸五壺豊意正土I蒸 ■■
1113/4/8
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(開会式に於ける選手宣誓 )



目

自

一「一

千
葉
県
千
倉
町

・
白
浜
町
で
開
催

０６
年
の
新
春
、
１
月
２８
日

（土
）
、
２９
日
の
２
日

間
、
太
平
洋
と
お
花
畑
に
つ
つ
ま
れ
た
千
葉
県

千
倉
総
合
運
動
公
園
に
於
て
、
８０
ホ
‐
ル
の
グ

ラ
ウ
ン
ド
・ゴ
ル
フ
大
会
が
２
８
８
名
の
選
手

に
よ
っ
て
開
催
。
夜
は
白
浜
町
の
グ
ラ
ン
ド
ホ

テ
ル
太
陽
に
移
り
、
太
平
洋
を
眼
下
に
天
然
温

泉
の
露
天
風
呂
で
疲
れ
を
癒
し
、
海
の
幸
を
満

喫
す
る
新
年
の
集
い
が
催
さ
れ
た
。

快
音
続
く
中
で

県
内
各
地
よ
り
７
台
の
バ
ス
で
昼
前
に
集
合
。

途
中
道
路
事
情
に
よ
り
定
刻
過
ぎ
て
の
開
会

で
し
た
が
、
先
着
の
役
員
方
の
暖
か
い
歓
迎
を

受
け
て
ｃ
芝
の
多
目
的
広
場
と
野
球
場
の

７

所
に
分
か
れ
て
一日
目

４０
ホ
ー
ル
の
ゲ
ー
ム
を
プ

レ
ー
。
こ
の
半
年
余
り
体
調
を
崩
し
て
、
Ｚ
フ
ブ

を
手
に
す
る
事
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
の
で
、
遊

び
の
つ
も
り
の
参
加
で
し
た
が
、プ
レ
ー
開
始
の

彩の国。さいたま グラウンド・ゴルフだより 平成」8年 (2006)8月 1日
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脩
深谷市GG協会 1 34′ 785協 会 大 会 他
杉戸田」G.G協会 1 10′ 450新 春 大 会 他
岩槻市G.G連盟 1 10′ 420新 春 大 会 他
埼玉県GG協会 1 5,710新 春大会 (千 葉 )
三郷市G.G協会   3′ 110高  丼 杯 他

糧鰈 :愧劇
行田市GG協会   3′ 7001市   長  杯

笛
の
一日
の
余
韻
の
あ
る
中
、
３
番
ホ
ー
ル
で
い
き

な
―，
の
快
音
、
嬉
し
く

嵐́
ス
持
も
高
揚
―

５
番
ホ
ー
ル
で
２
個
目
の
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
の

祝
福
を
受
け
、
益
々
気
分
は
ハ
イ
と
な
る
。
そ
し

て
８
番
ホ
ー
ル
．仲
間
の
二
人
に
ワ
ンヽ
の
快
音
ｉ

私
も
気
合
い
を
入
れ
て
集
中
し
ま
し
た

ゲ^

、̈
３

秒
間
空
気
が
静
ま
り
、一ン
ャ
ス
ト
ミ
ー
ト
ー
直
推
Ｔ

結
果
は
見
事
に
鈴
の
音
で
ト
マ
リ

３
個
日
の
ホ

ー
ル
イ
ン
ワ
ン
を
確
認
し
、
思
わ
ず
の
ガ
ッ
ツ
ポ
ー

ズ
。
ス
コ
ア
を
記
入
し
た
時
、
「３
回
日
の
ホ
ー
ル

イ
ン
ワ
ン
？
　
そ
れ
っ
て
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
で
は
？
」

と
の
士イ
ー
・ち

本
部
テ
ン
ト
の
中
で
確
認
を
受
け
、ダ
イ
ヤ
モ

ン
ド
と
認
め
て
頂
き
ま
し
た
。
」ヽの
時
ば
か
り
参

加
出
来
た
事
、
関
係
者
の
皆
さ
ま
方
に
感
謝
せ

ず
に
は
居
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
れ
か
ら
も

「
自
分
に
厳
し
く
、
他
人
に
優

し
く
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
し
て
プ
レ
イ
を
楽
し
み
ま

す
。
　
　

　

　

　
　

　

　

（山
田
羊
子
　
記
）

優
　
勝
　
小
暮
　
重
之
　
１
８
７
　
深
谷
市

準
優
勝
　
渡
辺
　
　
進
　
１
８
７
　
深
谷
市

第

３
位
　
田
村
　
武
夫
　
１
８
８
　
加
須
市

第
４
位
　
岩
井
　
一旦
好
　
１
８
８
　
北
本
市

第
５
位
　
斉
藤
　
茂
雄
　
１
９
０
　
加
須
市

第
６
位
　
山
田
　
羊
子
　
１
９
０
　
幸
手
市

第
７
位
　
香
取
　
秋
男
　
１
９
１
　
幸
手
市

第
８
位
　
福
島
よ
し
子
　
１
９
３
　
北
本
市

第

９
位
　
斉
藤
　
英
子
　
１
９
３
　
北
本
市

第

１０
位
　
埜
工
井
　
健
次
　
１
９
３
　
熊
谷
市

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
賞

山
田
　
羊
子
（幸
手
市
）

古
福
　
初
子
（北
本
市
）

山
内
　
道
夫
（熊
谷
市
）

石
川
ト
モ
子
（熊
谷
市
）

ら
は
「
日
本
グ
ラ
ウ
ン
ド
・ゴ
ル
フ
協
会
の
鈴
木
会

長
の
御
臨
席
と
、
１
７
８
４
名
の
参
加
選
手
に
感

謝
し
、
故
宮
崎
前
会
長
の
夢
で
も
あ
っ
た
平
成

２‐

年
の
全
国
大
会
が
、
こ
の
埼
玉
県
で
開
催
決
定
の

報
告
が
で
き
る
喜
び
を
共
に
祝
い
、
参
加
の
皆
さ

ん
に
は
お
お
い
に
プ
レ
ー
を
楽
し
ん
で
頂
き
た
い
」

と
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。

日
本
グ
ラ
ウ
ン
ド
・ゴ
ル
フ
協
会
鈴
木
会
長
か

ら
は
「全
国
大
会
に
も
匹
敵
す
る
１
７
０
０
余
名

が
集
う
中
で
、
ゆ
と
り
の
あ
る
プ
レ
ー
を
し
て
下

ヽ
い
」
と
の
ご
挨
拶
を
い
た
だ
い
た
。

前
年
度
の
優
勝
者
の
吉
沢
健
司
選
手

（上
尾

市
）
の
優
勝
杯
返
還
、
そ
し
て
藤
井
み
ゆ
き
選
手

（上
尾
市
）
と
共
に
力
強
い
選
手
宣
誓
が
あ
り
競

技
開
始
と
な
っ
た
。

今
大
会
は
、
県
西
部
に
移
り
２
回
日
で
、
前
大

会
を
上
ま
わ
る
選
手
の
参
加
が
あ
り
、
一人
の
リ

タ
イ
ヤ
も
無
く
、
そ
し
て
３
名
の
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
と

共
に
、
最
少
ス
コ
ア
６４
（小
峰
康
吉

・川
越
市
）
と

昨
年
の
記
録
を
更
新
し
た
。

（広
報
委
員
　
し県
田
矩
義
）

加
須
市

熊
谷
市

鷲
官
市

川
越
市

草
加
市

寄
居
町

草
加
市

皆
野
町

騎
西
町

北
本
市

川
越
市

川
越
市

草
加
市

草
加
市

川
越
市

l    i基1言_1'fff
(平成17年度総計 576′ 301円 )
内 400′ 000円 を埼玉県健康福祉課へ委託

第8回 県GG協祭交歓大会
Jヽ江戸川越な比奈親ホ公日に

総 合 優 勝 (会長杯 )

岩 館 雅 男

ダ
「
覆     松

イ 3 2イ憂コ 3 2イ憂コ 3 2イ憂コ 3 2イ憂コ
ヤ 位 位 勝 l位 位 勝 1位 位 勝 1位 位 勝 |

モ ト ト ト ト

遊 岩 冨 ン 市 田 加  小 中 岩  吉 半 小  大 田 斎
佐 館 田 ド川 村 藤  森 田 楯  田 田 峰  内 中 藤
三  サ 賞          千
男 雅 卜   照   正 雅   恵 康   礼 茂
雄 男 子  勝 茂 子  保 喜 男  清 子 吉  浩 子 雄

５
月
７
日
、ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
最
後
の
日
曜
日
、

小
雨
模
様
の
午
前
８
時
、

川
越
市
安
比
親
水
公
園
に
、

１
７
８
４
名
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ
ル
フ
の
愛
好
者
が
県
下

４８
の
市
町
村
か
ら
集
合
。

開
会
式
に
は
、
日
本
グ

ラ
ウ
ン
ド
・ゴ
ル
フ
協
会
か

ら
鈴
木
祐

天
バ
長
、
県
レ

ク
山
崎
雅
俊
副
理
事
長
、

蓮
見
正
一前
県
会
議
長
、

川
越
市
の
山
口
肇
議
長
、

山
浦
秀
男
教
育
量
が
蝠
席
。

高
桑
副
会
長
の
開
会

｛具
一面
、
人
木
岩
男
会
長
か

757372  757368  727264  737171
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Ｔす
ツ^
よ́
り
一
話

３
級
）

修
　〈不

南
か
５
一
北
か
ヨ

わ
が
街

鯉
の
ぼ
り
の
街
加
須
市

わ
が
協
会

加
須
市
は
、
関
東
平
野
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
て

お
り
、
世
界
一Ｑ
ン
ャ
ン
ボ
鯉
の
ぼ
り
と
う
ど
ん
の
町

で
す
。
今
年
も
加
須
市
民
の
夢
を
の
せ
て
、
５
月
３
日
の

大
空
を
泳
ぎ
ま
し
た
．
６
月
に
は
ド
イ
ツ
で
の
サ
ー

カ
ー
ワ
ー
ル
ド
カ
ツ
プ
開
催
の
応
援
に
参
加
、
ド
イ
ツ

の
空
を
元
気
よ
く
泳
ざ
ま
し
た
こ

４
月

３０
日
、
加
須
市
春
季
Ｇ
Ｇ
大
会
が
、
並
木
新

会
長
、
役
員
、
運
営
委
員
の
指
導
進
行
に
よ
っ
て
、芝

グ
ラ
ウ
ン
ド
３２
ホ
‐
ル
の
ス
ト
ロ
ー
ク
プ
レ
ー
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
．
気
温
も
上
が
り
、
真
夏
を
思
わ
せ
る

暑
い
日
射
し
の
中
で
湧
き
あ
が
る
歓
声
と
拍
手
、
ホ

ー
ル
イ
ン
ワ
ン

、
そ
ん
な
中
で
５
打
も
打
っ
て
の
溜

息
、
チ
ー
ム
メ
ー
ト
の
慰
め
の
言
葉
、
悲
喜
こ
も
ご
も

の
ゲ
ー
ム
展
開
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
一日
で
し
た
。

加
須
協
会
に
は
、
Ｈ
２
年
か
ら
昨
年
ま
で
県
上
級

指
導
者
の
資
格
取
得
者
が
７９
名
お
り
ま
す
。
マ
ス
タ

ー
・ゴ
ー
ル
ド
の
資
格
者
と
一緒
に
年
３
回
開
催
さ
れ

る
研
修
会
で
、
ル
ー
ル
、
マ
ナ
ー
な
ど
研
修
し
、
〈
ム
員

と
の
ふ
れ
あ
い
、普
及
活
動
の
推
進
と
指
導
者
と
し

て
の
技
術
の
向
上
に
心
掛
け
て
お
り
ま
す
。
亦
運
営

委
員
と
し
て
大
会
の
運
営
２

端
を
担
い
、
全
員
で

少
し
ず
つ
分
担
し
て
い
ま
す
。

市
内
を
三
地
区

（東
西
北
）
に
分
け
、
〈
バ
場
の
設

営
、
準
備
。
当
日
の
運
営
も
選
手
の
皆
さ
ん
に
事
故

の
征
い
よ
う
、
楽
し
く
プ
レ
ー
で
き
る
よ

つヽ
に
グ
ラ
ウ

ン
ド
の
整
備
を
行
い
、
大
会
進
行
に
支
障
の
無
い
よ

う
に
色
々
な
気
配
り
。

終
わ
っ
た
後
は
、
使
用
前
よ
り
き
れ
い
に
整
備
し

て
、〈
ム
場
を
お
返
し
す
る
様
に
心
懸
け
て
い
ま
す

．

「楽
し
く
な
け
れ
ば
グ
ラ
ウ
ン
ド
・ゴ
ル
フ
で
は
な

い
」
が
合
じ
言
葉
と
な
っ
に́
い
る
指
導
者
の
人
達
、
，）

れ
が
私
達
の
街
、
加
須
の
協
会
で
す
〓

広
報
委
員
　
一二
谷

良

明

５
月

２６
日
・
２７
日
の

一日
間
、
千
葉
県
鴨
川

市
で
開
か
れ
た
関
東
地
区
二
去
一級
普
及
指
導

員
研
修
を
受
講
し
ま
し
た
。
そ
の
な
か
で
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
ｉ

ル
フ
考
案
時
の
担
当
者
で
あ
っ
た

朝
井
正
教
先
生

（倉
吉
市
立
河
北
中
学
校
校

長
）
の
「
グ
ラ
ウ
ン
ド
・ゴ
ル
フ
の
生
い
立
ち
」
と

題
す
る
講
義
が
あ
り
ま
し
た
．
大
変
興
味
の

も
て
る
お
話
で
、
居
眠
り
す
る
こ
と
も
な
く
あ

っ
レ
い
う
間
に
一時
間
半
を
過
ご
せ
ま
し
た
の
で
、

そ
の
一部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

開
発
に
着
手
さ
れ
た
の
は
昭
和

５７
年
４
月
、

そ
れ
か
ら
六
ヶ
月
で
ほ
ぼ
現
在
の
形
が
出
来
上

が
つ
た
よ
う
で
す
。
そ
の
間
泊
村
老
人
ク
ラ
ブ
の

方
々
が

「
試
行
教
室
」
と
い
つ
形
で
積
極
的
に

協
力
さ
れ
、
改
良
の
ヒ
ン
ト
を
沢
山
頂
け
た
よ

つヽ
で
す
。

全
国
に
普
及
す
る
こ
と
に
な
っ
た
発
端
は
、

昭
和

５７
年

１０
月
に
Ｎ
Ｈ
Ｋ
、
１２
月
ズ
ー
ム
イ
ン

朝
で
全
国
版

Ｔ
Ｖ
に
流
さ
れ
た
こ
と
が
大
き

か
っ
た
よ
う
で
す
。
Ｔ
Ｖ
放
映
直
後
か
ら
用
具

購
入
希
望
が
全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
、受
注
に
応

じ
ら
れ
ず
苦
労
さ
れ
た
よ
う
で
す
。

以
下
、
用
共

。ル
ー
ル
等
に
つ
い
て
の
お
話
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

０

「
ホ
ー
ル
イ
ン
」
の
こ
と
を
何
故

「ト
マ
リ
」
と

い
う
か
。
」ヽの
ス
ポ
ー
ツ
が
全
国
に
普
及
す
る
と
、

泊
村
が
忘
れ
ら
れ
る
と
困
る
と
思
い
、
ボ
ー
ル

が

「
ト
マ
ル
」
と
で
つ
意
味
も
あ
り
、
ト
マ
リ
と

決
め
た
。

②
ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
の
「
マ
イ
ナ
ス
三
打
」
は
、
当

初
か
ら
あ
つ
た
の
か
ｃ
」ヽれ
は
、
逆
転
の
チ
ャ
ン
ス

を
与
え
、
ゲ
ー
ム
を
最
後
ま
で
あ
き
ら
め
な
い

よ
う
意
図
し
た
も
の
で
当
初
か
ら
あ
つ
た
。

０
ホ
ー
ル
ポ
ス
ト
の
上
円
は
何
故
あ
る
か
。
当

初
は
無
か
っ
た
が
、
試
行
段
階
で
ポ
ス
ト
の
中
で

ボ
ー
ル
が
動
い
て
い
る
の
に
、
外
に
出
る
前
に
ボ

ー
ル
を
と
る
と
い
つ
ト
ラ
ブ
ル
が
続
出
し
た
の

で
、
防
止
策
と
し
て
つ
け
た
。

０
ス
タ
ー
ト
マ
ッ
ト
は
、
当
初
無
か
っ
た
が
、
一打

目
の
空
振
り
が
多
か
っ
た
の
で
そ
の
防
止
策
と

し
て
、あ
と
で
考
案
し
た
。

一寸
長
く
な
り
ま
し
た
が
、ご
紹
介
し
ま
す
。

竃
蝙
暉
配訛叶蔽晋

一家
雨
と
雷
雨
、
梅
雨
ら
し
く
な
い
梅
雨
明
け
ｃ
途

端
に
連
日
３５
度
以
上
の
猛
暑
―
　
団
塊
の
世
代
を

遥
か
に
オ
ー
バ
ー
し
た
者
に
は
、
何
事
も
や
る
気
力

も
失
せ
て
し
ま
う
じ

と

」ヽろ
で
今
日
は
３
回
目
の
校
正
提
出
日

―

朱
字
校
正
と
編
集
後
記
の
原
稿
提
出
、
そ
の
原
稿

を
書
く
用
紙
に
は
一向
に
文
字
が
入
ら
な
い
か
ら
困

っ
た
も
の
だ
ｃ
情
熱

―
　
情
熱
と
は
一体
何
な
ん
だ
？

辞
書
を
探
し
て

「情
熱
」
の
項
を
見
る
。

情
熱
＝
物
事
や
人
に
対
し
て
燃
え
あ
が
る
感
情

パ
ン
ン
ョ
ン
　
と
あ
つ
た
ｃ
そ
し
て

パ
ツ
シ
ョ
ン

（「
”
′
一ｏ
●
）
＝
凱
穫
旧
。
キ
リ
ス
ト
の

一受
難
、
亦
そ
れ
を
題
材
に
し
た
受
難
曲

・

劇
　
と
あ
っ
た
．
そ
し
て

熱
情

＝
ひ
た
む
き
な
気
持
ｃ
熱
心
な
気
持
、
激

し
い
愛
情
、
強
い
情
愛

と
あ
っ
た
。
日
本
語
と
英
語
、
更
に
日
本
語
に
訳

す
と
何
ん
だ
か
全
く
違
っ
た
言
葉
に
な
っ
た
。

そ

」ヽで
、
ル
ー
ル
の
項
を
の
ぞ
く
と
、

ル
ー
ル
＝
き
ま
り
、
規
則

き
ま
り
＝
決
ま
り
、
規
則
、
終
り
、
解
決

規
則
＝
物
事
の
標
準
と
な
る
も
の
、
き
ま
り

と
あ
つ
た
。

つ
ま
リ
ル
ー
ル
ブ
ッ
ク
と
は
、
、
き
ま
り
を
つ
け
る
本

と
な
る
っ
　
き
ま
り
の
文
句
、
の

「の
」
の
字
を
と

る
と
き
ま
り
文
句
と
な
っ
て
、
い
つ
も
言
う
、
同
じ

こ
と
ば
、
と
な
っ
て
繰
り
返
す
事
に
な
る
ｃ
だ
か
ら

ル
ー
ル
ブ
ッ
ク
の
言
葉
は
繰
り
返
し
繰
り
返
し
説
明

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
だ
と
自
分
で
納
得
し
て
笑

う
´
全
く
の
時
間
Ｒ
か
し
と
原
稿
の
升
日
つ
ぶ
し
の

編
集
後
記

´
委
員
が

１０
人
と
な
っ
て
、
こ
ん
駄
文

を
書
く
よ
う
で
は
全
く
困
る
。
天
候
異
変
の
故
と

許
寛
大

？
≡
」ん
な
言
葉
も
作
り
出
す
。
（古
谷
記
）

笏

劃

八
が
連
続
し
て
打
つ
、
い
わ
ゆ
る

「
連

「連
打
」
に
つ
い
て

さ
い
た
ま
市
協
会
　
工（
　
郎
　
　
打
」
が
一部
で
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
ル
ー
ル
の

第
４
条
に
対
す
る
ル
ー
ル
等
委
員
会

（日
本
協
会
）

の
見
解
は
、
「プ
レ
ー
ヤ
ー
は
、
決
め
ら
れ
た
打
順
に

ス
コ
ア

ー

に

拘

る

あ

ま

り

力

み

す

ぎ
　
　
し
た
が
つ
二

打
ず
つ
打
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
ど

と

ア
ド
バ
イ
ス
素
直

に
聞

い
て
運
を
寄
せ

い
う
こ
と
で
す
。
し
た
が
つ
て
「連
打
」
を
行
う
事
は

許
さ
れ
ま
せ
ん
。

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
逃
し
た
夢
に

つヽ
な
さ
れ
る
　
　
　
但
し
、
Ｑ
＆
Ａ
の
１
９
項
は
除
き
ま
す
。
（日
本

協
会
）ま
た
、

無

我
に
な
り

一
打
で
決
め
た
鈴

の
音

　

質
問
「お
先
に
失
礼
」
で
打
球
し
て
、ホ
ー
ル
ポ
ス
ト

の
先
に
ボ
ー
ル
が
出
た
場
合
に
つ
い
て
は
、

新

友

が

親

友

と

な

る

Ｇ

Ｇ

会

回
答

「ク
ラ
ブ
の
ヘ
ッ
ド
ぐ
ら
い
の
長
さ
の
場
合
は
続

健

康

と

自

己

責

任

の

合

う

ゴ

ル

フ

　

　

け
て
「
お
先
に

こ

で
連
続
プ
レ
ー
を
す
る

ア
」

が
出
来
る
。
ま
た
、
長
い
場
合
は
打
順
通
リ
プ
レ

楽

し
さ
も
悔

し
さ
も
知

っ
て
る
ヽ
）
の
Ｚ

フ
ブ

ー
を
行
う

■
日
本
グ
ラ
ウ
ン
ド
・ゴ
ル
フ
協
会
）

拇

指

の
握

り

が
左

右

す

る
こ
の
一
打

　

　

ル
ー
ル
を
守
っ
て

楽
し
い
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
―

広
報
委
員

広

瀬

徳

子

ル
ー
ル
委
員
会


